
等差数列（その１４）

同じ長さの棒を並べて下の図のような三角形を作くります

　　　・・　　　　　　　　　　　　・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・

三角形を　１個作るときには棒は　３本必要
　　　　　２個作るときには棒は　５本必要
　　　　　３個作るときには棒は　７本必要
　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　・

この三角形を作るのに必要な棒の本数を並べると

３、５、７、９、・・・・

となりこれは　公差が２の等差数列となる。そしてこの図を活用して例
題を解いていきます。

（例題）三角形を９個つくるときは、棒は何本必要ですか？

（解答）三角形を９個つくる

　　　　⇒　等差数列の９番目の数

　　　　⇒　ｎ番目の数　＝　最初の数　＋　公差　×　（ｎ　－　１）

　　　　⇒　９番目の数　＝　３　＋　２　×　（９　－　１）
　　　　　　　　　　　　＝　３　＋　２　×　８
　　　　　　　　　　　　＝　３　＋　１６
　　　　　　　　　　　　＝　１９

（例題）棒を５１本使って、三角形は何個作ることができますか

（解答）ｎ番目の数　＝　最初の数　＋　公差　×　（ｎ　－　１）

　　　　５１　＝　３　＋　２　×　（ｎ　－　１）
　　　　５１　－　３　＝　３　－　３　＋　２　×　（ｎ　－　１）　（左右から３を引く）
　　　　４８　＝　２　×　（ｎ　－　１）
　　　　４８　÷　２　＝　２　÷　２　×　（ｎ　－　１）　　　　　　（左右を２で割る）
　　　　２４　＝　ｎ　－　１
　　　　２４　＋　１　＝　ｎ　＋　１　－　１　　　　　　　　　　　（左右に１を加える）
　　　　２５　＝　ｎ
　　　　ｎ　　＝　２５

　　　　三角形は２５個作ることができる
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